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因 

島 

大 

橋

　
尾
道
駅
前
で
自
転
車
を

借
り
た
。
渡
し
船
で
尾
道

水
道
を
渡
り
、
向
島
へ
。

　
向
島
に
渡
る
と
、
平
坦

な
住
宅
地
が
拡
が
っ
て
い

た
。
山
が
海
に
迫
り
、
家

と
家
の
間
の
道
も
狭
く
、

車
が
通
れ
な
い
尾
道
と
は

対
照
的
。
多
く
の
人
が
向

島
に
住
み
、
渡
し
船
で
尾

道
に
通
勤
、
通
学
す
る
理

由
が
分
か
っ
た
。

　
島
を
左
回
り
に
進
む
と
、

因
島
が
見
え
て
き
た
。
造

船
所
な
ど
幾
つ
も
の
工
場

が
見
え
る
。
そ
し
て
現
れ

た
の
が
、
こ
の
因
島
大
橋
。

主
塔
の
間
隔
が
七
七
〇

米
。
こ
の
橋
が
作
ら
れ
た

一
九
八
三
年
に
は
、
日
本

最
長
の
吊
り
橋
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
日
は
風
が
強
く
、

自
転
車
で
進
む
の
も
大
変
。

海
面
に
は
白
波
。
瀬
戸
内

海
は
波
が
静
か
な
筈
な
の

に
、
ど
う
し
て
小
さ
な
漁

港
も
防
波
堤
に
囲
ま
れ
て

い
る
の
か
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
の
理
由
が
分
か
る

気
が
し
た
。

広
島
県
　
尾
道

む
か
い
し
ま

前
号
で
誤
っ
て
向
島
の
こ
と
を
誤
っ
て
「
因
島
」
と
し

て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

憲法は誰をしばるのか？

九
六
条
改
定

　
安
倍
首
相
は
五
月
一

日
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で

「
憲
法
九
六
条
改
正
を
参

院
選
の
公
約
に
」と
表
明
。

　
憲
法
九
六
条
で
は
憲
法

改
正
の
国
民
投
票
に
は
衆

参
両
院
の
三
分
の
二
の
賛

成
が
必
要
。
だ
か
ら
、
憲

法
改
定
は
難
し
い
。

　
安
倍
首
相
は
こ
れ
を
衆

参
両
院
の
過
半
数
で
良
い

よ
う
に
し
、
憲
法
を
変
え

や
す
く
す
る
の
だ
。

そ
し
て
、
何
を
変
え
る
？

　
で
は
、
憲
法
を
変
え
や

す
く
し
た
後
、
ど
う
し
よ

う
と
い
う
の
か
？
自
民
党

の
憲
法
改
正
草
案
を
見
よ

う
。

　
ま
ず
、
言
わ
ず
と
知
れ

た
憲
法
九
条
。
軍
隊
を
設

け
、
海
外
で
武
力
行
使
す

る
道
を
設
け
る
。
自
衛
隊

を
派
遣
し
た
イ
ラ
ク
で

も
、
自
衛
隊
は
武
力
行
使

は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

を
出
来
る
よ
う
に
、
つ
ま

り
、
戦
争
に
参
画
す
る
よ

う
に
す
る
の
だ
。

　
見
逃
せ
な
い
の
が
、
現

行
憲
法
の
第
九
七
条
。
こ

こ
に
は「
基
本
的
人
権
は
、

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
」
と
あ
る
が
、

そ
れ
を
全
文
削
除
。

　
又
、
公
務
員
の
団
結
権

利
、
団
体
交
渉
権
は
制
限

す
る
と
あ
る
。

憲
法
と
は

　
憲
法
と
は
元
々
、
国
民

の
権
利
を
守
る
為
、
為
政

者
を
縛
る
も
の
。
だ
か
ら

こ
そ
、
簡
単
に
は
変
え
ら

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
そ
れ
を
、
簡
単
に
変
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
、
国
民

を
縛
る
も
の
に
し
よ
う
と

云
う
の
だ
。

　
人
権
を
抑
え
、
戦
争
を

す
る
。
そ
れ
が
自
民
党
の

も
く
ろ
み
で
は
な
い
か
？

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


